
  

■子どもが子どもでいられる街に 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが家事や家族の世話をすることは、「お手伝い」の一環であればごく普
通のことと思われるかもしれませんが、子ども自身にさまざまな影響が出てしまう

こともあります。                                 

裏面につづく→ 

地域高齢者に対する医療 

や介護の相談窓口です 
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大阪市鶴見区役所 保健福祉課 子育て支援室 
 

ヤングケアラー相談窓口   06-6915-9933/9107 

 

子どもたちへ起こりうる影響 

ケアの疲れから遅刻・早退・欠席が増えたり、勉強の時間や自分の時間がとれ
ないことで学業・就職への影響がでたり、友人等とのコミュニケーションの時間が

とれず関係に影響が出るなど、「子どもとしての時間」と引き換えにケアをしてい

ることがあります。また、周囲から理解してもらえず、いい加減な子 
として理解されてしまうこともあります。 

さらに健康面への影響が生じたり、感情面でも自分が 

できると思う仕事の範囲を狭めて考えたり、自分のやって 
きたことをアピールできない等大人になっても影響を受ける 

ことがあります。 

まずは社会の理解と支援の手を！  

家族のケアを担うこと自体は悪いことではありません。そこから得るものも多く、

障がいの理解ができるようになったり、家族の絆も深まったり、生活能力が身に

つくことにもつながります。 
しかし、ケアを担うことで自分でも気づかないうちに日常的に緊張感が続き、さ

まざまな負担や困難を抱えていることもあります。 

子どもや若者の場合、介護が「当たり前のこと」と思い込んで、自分が困ってい
ることを認識できず、周囲に聞いたり話すこともなく、いつものこととして過ごして 

しまいます。 

そのため、周りの関わりや気づきが大切です。 
子どもや若者にとって日常的に会話を通して、信頼できる 

大人が気にかけてくれることはとても心強いことです。 

少しずつ「どんなお手伝いしているの？」「おばあちゃん 
どう？」など日頃の状況や、手伝いの内容を聞いてみたりと 

困っていることに一緒に気づいていくことが大切です。 

ヤングケアラーに対する社会の理解と支援が必要です。 
参考：厚生労働省ホームページ「ヤングケアラーについて」,大阪市ホームページ、政府広報オンライン「ヤングケラアラー」を知っていますか？ヤングケアラーを支

える取組と私たちにできること 

相談できる相手につないでいけるように！  

介護の必要な家族のことも一緒に考えていくことが大切です。 

「身近にヤングケアラーかもしれない子どもや若者がいる・・・」 
そんなときは下記の窓口へご相談ください。 
 

 

鶴見区西部地域包括支援センター   06-6913-7878 


